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（仮称）七ヶ宿長老風力発電事業に係る計画段階環境配慮書に対する意見 

 

1. 事業実施区域は、法的・地形的に重大な制約がある区域又は自然環境等の法令で保全

を優先すべき地域に該当する可能性が高い区域が多く含まれる。また、自然環境等の

法令及び社会的な調整が必要となる可能性がある区域も含まれるため、各種法令等や

社会的な調整について十分な調査・分析を行うこと。 

2. 現地調査等により住宅等との位置関係を正確に把握するとともに、騒音振動対策及び

低周波対策を講じること。また、風力発電に起因すると思慮される騒音振動被害や健

康被害が発生した場合には、迅速かつ適切に対応すること。 

3. 近隣住民の生活環境、自然環境等に悪影響を及ぼさないように留意すること。また、

事故等により悪影響を及ぼすことがあった場合には、迅速かつ適切に対応すること。 

4. 排水処理を適切に行うこと。濁水の漏えいや土砂の流出等が発生した場合には、迅速

かつ適切に対応すること。 

5. 動植物については、重要な種の生息状況や生息環境、希少猛禽類及び渡り鳥の飛翔状

況等について、専門家等へのヒアリング結果を参考にしながら十分な調査・分析を行

うとともに、動植物への重大な影響を回避又は低減すること。動植物の生態系に異常

をきたした場合には、迅速かつ適切に対応すること。 

6. 事業実施区域に近い場所には、国指定天然記念物である材木岩及びヨコグラノキ北限

地帯があり、最寄りには、水と石と語らいの公園と検断屋敷がある。また、川原子ダ

ムは、「みやぎ蔵王三十六景」として蔵王を背景にした美しい景観に選定されているな

ど事業実施地域の近くは、自然景観を求める観光客が多い。このことから、風力発電

機の存在による景観への影響について調査、予測及び評価するとともに、眺望景観に

悪影響を及ぼさないように留意すること。 

7. 工事期間中は、大気汚染、水質汚濁、土壌汚染、粉塵、騒音、震動、悪臭等の公害防

止について措置を講ずること。 

8. 工事期間中は、搬入・搬出に際し、交通安全関連法令を遵守し、必要と認める箇所に

誘導員を配置するなど、交通事故防止対策・安全対策を施すこと。 

9. 工事中に埋蔵文化財を発見した場合は、速やかに連絡すること。 

10. 工事に伴い発生する廃棄物については、各種法令等に基づき適正に処理すること。 

11. 事業終了後の設備の撤去、処分方法について予測すること。事業終了後に伴い発生す

る廃棄物については、各種法令等に基づき適正に処理すること。 

12. 環境影響評価を行う過程において、項目及び選定等に係る事項に新たな事情が生じた

場合は、必要に応じて選定した項目及び手法等を見直すとともに、追加的に調査、予

測及び評価を行うなど、適切に対応すること。 

13. 住民からの苦情等に対しては、誠意をもって迅速かつ適切な対応を行うこと。 

14. 工事開始決定後は速やかに地域住民への周知を行うこと。 
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